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データ同化と海洋モデルによる海流予測

海洋モデル

世界の海洋から日本周辺海域ダウンスケーリングまで

200m格子



海流予測に用いている観測衛星たち
海面高度観測衛星 4基 ： マイクロ波

Jason-2 and -3(米・仏) Cryosat-2 (欧)       Saral/Altika (印・仏)

海面水温観測衛星 3基 ： 赤外線、マイクロ波

NOAA-18/19 (米)                  GCOM-W しずく (日) ひまわり8号 （日）



船橋での利用例

４９９トン型貨物船

海流予測利用の広がり

海洋研究一般に加え、
船舶運行、海洋環境評価、水産業、海底掘削、海洋再生可能エネルギー開発、防衛などへ
の利用が広がる

資源エネルギー庁

「沿海区域航行船舶を対
象とする潮流海流予測情
報の普及可能性調査事業
-潮流海流予測情報利用

による船舶の省エネル
ギー実証事業-」採択



水産利用のための情報提供
和歌山県 / 父島 / 宿毛湾
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JAXA-JAMSTEC

（父島）
科研費 JAMSTEC

（宿毛湾）
JAMSTEC



衛星データの役割：海面高度

コリオリ力 圧力勾配

軽い水

海面の高低（凸凹）を観測することで海の中
の水塊分布と海流分布を推定できる

中規模変動：海流の蛇行や渦の把握に必要

時空間スケール：100km以上、10日以上、数
100m深

海流



衛星海面水温観測の役割：黒潮域 ひまわり８号海面水温

従来モデル（JCOPE2） 新同化モデル(JCOPE2M)  高解像度モデル(JCOPE-T)

2km格子

3km格子9km格子9km格子

前線変動：海流や渦の「縁」に生ずる変動の把握に必要

時空間スケール: 100km以下、10日以下、数10m深さ

適切なデータ同化手法を開発する必要がある

(Miyazawa et al. 2017)



衛星海面水温観測の役割：親潮域

従来モデル（JCOPE2） 新同化モデル(JCOPE2M)  高解像度モデル(JCOPE-T) ひまわり8号海面水温

(Miyazawa et al. 2017)

高解像度モデルには間接的に
海面水温の情報を同化している



GCOM-W / AQUA・TERRA/ Himawari-8 / 同化
モデル GCOM-W AQUA・TERRA

Himawari-8 同化モデル

多様な衛星海面水温
プロダクトを海洋モデル
に同化し、融合プロダクト
を作成する
（Hihara et al. 2017）



生態系モデルの開発と衛星海色データ

衛星海色データを用いた大規模なパラメータ
推定による精度向上を実現する



今年度の取組み：日本周辺海域での利用拡大へ
JCOPE-T間接同化結果（現状） ひまわり8号海面水温

JCOPE-T領域例

JCOPE-Tへの直接同化
広域化
リアルタイム化
情報発信強化



利用実証に資する観測と予測の強化は可能か

観測データ 利用者

予測システム


